
一

は
じ
め
に

．

稿
者
は
先
に、
後
烏
羽
院
が
『
千
五
百
香
歌
合
j

秋
ニ
・
秋一
1一
の
判
歌
に

お
い
て、
同
時
代
歌
人
の
和
歌
の
表
現
を
数
多
く
摂
取
し
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
考
察
し、
そ
の
秀
句
的
表
現
へ
の
関
心
と、
同
時
代
歌
人
た
ち
と
の
親

(
I
-

和
の
意
図
を
論
じ
た。
判
歌
に
摂
取
さ
れ
た
同
時
代
の
和
歌
の
表
現
に
つ
い

て、
そ
の

秀句
的
表
現
を
構
成
す
る
要
素
を
分
析
し、
後
烏
羽
院
が
ど
の
よ

う
な
意
識
で
受
容
し
て
い
た
の
か
検
討
す
る
作
業
は
別
稿
を
期
し
て
い
る
が、

本
稿
で
は、
そ
れ
ら
で
詳
し
く
触
れ
得
な
か
っ
た
判
歌
の
制
作
時
期・
意
図

と、
建
久
期
の
速
詠
歌
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て、
補
足
的
に
私
見
を
述
べ
て

み
る
こ
と
に
し
た
い。

二

判
歌
の
制
作
時
期

こ
の
判
歌
が
い
つ
ご
ろ
詠
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
は、
管
見
の
限
り
で
は
村

(
2
)
 

尾
誠一
氏
が
言
及
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る。

村
尾
氏
は、
建
仁
二
年
（
ニ―
0
二）
の
後
烏
羽
院
に
つ
き、
二
十
三
歳

で
ま
だ
本
格
的
な
詠
作
活
動
を
開
始
し
て
三
年
目
と
い
う
時
点
に
過
ぎ
な
い

が、
三
度
の
応
制
百
首
に
自
ら
作
者
と
し
て
加
わ
り、
伊
勢
神
宮
の
内
宮・

外
宮
に
百
首
を
奉
納
す
る
な
ど、
百
首
歌
だ
け
で
も
す
で
に
五
回
詠
み、
ニ

度
の
五
十
首
歌
と
多
く
の
歌
会・
歌
合
も
経
験
し
て
い
る
「
若
い
歌
人
と
し

て
完
成
し
た
段
階
に
い
る」
と
み
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る。
一
方、

後
鳥
羽
院
が
建
仁
二
年
中
に
残
し
た
和
歌
は
四
十
八
首
と
少
な
い
も
の
の、

「
こ
の
年
の
後
鳥
羽
院
は、
和
歌
の
批
評
と
い
う
側
面
へ
も
精
力
的
に
目
を

配
っ
て
い
る。
六
月
に
行
わ
れ
た
水
無
瀬
釣
殿
六
首
歌
合
は、
藤
原
定
家
と

―一
人
だ
け
の
会
の
形
だ
が、
自
ら
判
者
と
な
り、
判
詞
を
残
し
て
い
る。
九

月
十一
-

1

日
に
行
わ
れ
た
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
か
ら
は、
若
宮
撰
歌
合・
桜

宮
十
五
番
歌
合
と、
秀
歌
を
精
選
し
た
撰
歌
合
を
改
め
て
絹
成
し
て
い
る。

そ
の
若
宮
撰
歌
合
は
後
鳥
羽
院
の
判
で
あ
り、
判
詞
が
残
る。
千
五
百
番
歌

合
も、
判
を
付
す
作
業
は
こ
の
年
の
こ
と
と
思
わ
れ、
後
烏
羽
院
は、
判
定

を
折
句
に
し
た
和
歌
で
判
詞
に
替
え
て
い
る」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り、
折
句

判
歌
の
制
作
時
期
は、
建
仁
二
年
中
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る。

村
尾
氏
は、
特
に
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が、
稿
者
も
同
年
中、

と
り
わ
け
村
尾
氏
の
行
論
に
あ
る
「
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合」
か
ら
さ
ほ
ど

渡

後
鳥
羽
院
の
『
千
五
百
番
歌
合』

秋
ニ
・

秋
三
判
歌
に
つ
い
て

ー
そ
の
制
作
時
期
・

意
図
と
建
久
期
速
詠
歌
か
ら
の
影
響
ー

辺
補
遺

健
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時
8
を
経
ず
し
て
詠
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る。
以
下、
そ
の

理
由
に
つ
い
て、
順
を
追
っ
て
説
明
し
て
い
き
た
い。

(
1)

後
鳥
羽
院
が
判
詞
を
付
す
作
業
は、
「
明
月
記』
の
記
載
（
建
仁
二

年
九
月
六
日
条
「
長
房
朝
臣
奉
行、

給――
歌
合
二
巻ー。
可ーー
判
進一
由
被レ
仰゚

去
年
百
首
歌
也。
判
者
十
人
云
。々
不レ
知一社
其
人
l

」)

に
よ
り、

藤
原
定

家
が
歌
合
二
巻
を
賜
り、
加
判
す
ぺ
き
由
を
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
建

仁
二
年
九
月
六
日
以
降、
「
千
五
百
番
歌
合』
の
最
終
的
な
成
立
と
さ
れ
る

r
3)
 

建
仁
三
年
春
ま
で
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る。

•
(
2)

後
烏
羽
院
の
判
歌
に
み
ら
れ
る
同
時
代
歌
人
の
表
現
摂
取
例
の
中
に、

建
仁
二
年
九
月
十
三
日
の
「
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
j

の
家
陵
詠
が
含
ま
れ

(
9
)

 

る
こ
と。
も
ち
ろ
ん、
こ
れ
以
降
は
し
ば
ら
く、
規
模
の
大
き
な
歌
合・
歌

会
の
機
会
が
少
な
く
な
る
の
で、
こ
れ
だ
け
を
も
っ
て
根
拠
と
す
る
こ
と
に

は
慎
瓜
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

(
3)

後
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が、
「
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合」
と
同
じ

折
の
当
座
歌
会
で
は、
折
句
歌
（「
し
う
さ
む
や
(
+
三
夜）」
の
五
文
字
を

各
句
の
上
に
据
え
て
詠
む）
•
隠
し
題
（「
み
な
せ
か
は
（
水
無
瀬
川）」
を

和
歌
の
中
に
詠
み
込
む）
で
歌
が
詠
ま
れ
て
お
り、

後
烏
羽
院
が
折
句
歌
を

詠
ん
だ
の
は、
こ
の
時
と
「
千
五
百
番
歌
合」
の
判
歌
の
他
に
知
ら
れ
な
い

の
で、
あ
る
い
は
折
句
判
歌
を
以
っ
て
判
詞
に
代
え
る
焙
想
は、
こ
の
時
に

得
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と。

て
5)

で
6}

(
4)
田
野
慎
二
氏
や
田
渕
句
美
子
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に、
後
烏
羽
院

の
折
句
判
歌
に
詠
ま
れ
た
歌
が、
秋
歌
の
内
容
を
持
つ
こ
と。
秋
ニ
・
秋一1-

の
二
巷
に
お
い
て、
番
わ
れ
た
左
右
の
歌
の
優
劣
を
裁
定
す
る
の
に、
周
囲

の
和
歌
と
調
和
す
る
よ
う
に、
判
歌
も
秋
歌
の
表
現
に
す
る
と
い
う
意
図
が

0
7)
 

大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が、
当
季
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
り、
そ
の
場
合
は
九

月
中
に
詠
ま
れ
た
こ
と
に
な
る。

(
5)
「
千
五
百
番
歌
合」
の
夏一
・
ニ
の
判
者
を
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た

内
大
臣・
源
通
親
が、

建
仁
二
年
十
月
二
十
日
に
急
死
す
る
が、
通
親
は
後

烏
羽
院
歌
境
の
推
進
役
の
一
人
で
も
あ
り、
『
源
家
長
日
記」
に
は、
「
世
の

嘆
き
は
さ
る
こ
と
に
て、
和
歌
の
道
の
こ
れ
に
つ
け
て
も
陵
遅
し
な
ん
ず
る

こ
と」
と
思
わ
れ
た
と
記
し、
「
こ
の
内
大
臣
の
御
事
に、

久
し
く
御
歌
合

[
9〉

な
ど
も
は
ぺ
ら
ざ
り
き」
と
あ
る。
実
際、
通
親
が
亡
く
な
っ
た
後
は、
翌

建
仁
三
年
正
月
十
五
日
に
京
極
殿
で
年
始
和
歌
会
が
あ
る
ま
で、
歌
会・
歌

合
の
類
も
沙
汰
止
み
と
な
っ
て
い
る。
通
親
死
後
に、
後
鳥
羽
院
が
夏一
・

二
の
判
者
を
改
め
て
他
人
に
任
命
し
て
い
な
い
こ
と
も
併
せ
考
え
る
と、
院

に
と
っ
て
そ
の
死
去
の
影
響
は
相
当
大
き
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ、
こ
の

時
期
以
降
に、
稿
者
が
前
税
で
述
ぺ
た
よ
う
な、
折
句
判
歌
に
よ
る
遊
戯
的・

祝
祭
的
性
格
を
持
つ
文
学
空
間
を
創
出
す
る
試
み
を
す
る
こ
と
は
考
え
に
く

く、
遅
く
と
も
十
月
中
旬
頃
ま
で
に
は
後
鳥
羽
院
の
判
歌
は
詠
ま
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と、
建
仁
二
年
九
月
十
三
日
の
「
水
無
瀕
恋

十
五
首
歌
合」
披
講
後、
後
鳥
羽
院
が
水
無
瀬
滞
在
中
に、
若
宮
社
へ
奉
納

す
る
た
め
同
歌
合
か
ら
更
に
撰
歌・
結
番・
加
判
し
て
同
月
二
十
六
日
に
若

宮
撰
歌
合
が
成
っ
て
い
る
が、
お
そ
ら
く
同
時
期
に
「
千
五
百
番
歌
合
j

秋
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-

i

•

秋一ー一
の
判
が
並
行
し
て
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

水
無
瀬
離
宮
に
お
け
る
後
鳥
羽
院
と
そ
の
臣
下
達
と
の
交
歓
は
「
源
家
長

:
9)

 

日
記」
や
「
明
月
記
j

に
詳
し
い
が、
後
烏
羽
院
の
判
歌
に
院
周
辺
の
歌
人

の
和
歌
か
ら
の
影
響
が
著
し
い
こ
と、
ま
た
上
皇
自
ら
当
代
の
歌
壇
を
席
巻

し
て
い
た
新
風
を
身
に
つ
け、
廷
臣
達
と
税
極
的
に
推
進
し
て
い
く
志
向
が

窺
わ
れ
る
こ
と
も、
院
の
手
に
成
る
判
歌
が
こ
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
と
考

え
た
と
き
に、
最
も
よ
く
納
得
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
と
い
え
る。

三

秋
ニ
・

秋
三
を
判
じ
た
理
由

「
千
五
百
番
歌
合」
に
お
け
る
十
人
の
判
者
の
選
瀬
と、
各
巻
へ
の
割
り
当

て
に
は、
後
烏
羽
院
の
強
い
意
向
が
働
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る。
こ
の
点
に

つ
い
て
は、
以
前
合
議
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
を
受
け
た
こ
と
も

G)、

あ
っ
た
力
「
千
五
百
番
歌
合」
内
部
の
記
述
か
ら
は、
後
烏
羽
院
に
よ
る

判
者
の
任
命
の
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る。

例
え
ば、
夏一
・
ニ
の
判
を
担
当
し
た
内
大
臣・
源
通
親
は、
そ
の
後
急

死
し
た
こ
と
に
よ
り、
欠
判
と
な
っ
た
が、
そ
の
夏一
・
ニ
の
各
冒
頭
に
は、

「
判
者
内
大
臣
土
御
門
内
大
臣
雖レ
有ーー
勅
定
面咋
去
畢
J

と
あ
る。
夏
三・

秋一
を
判
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
摂
政
左
大
臣
の
九
条
良
経
は、
五
酋
二
句
の

漢
詩
を
以
っ
て
判
詞
に
代
え
た
が、
そ
の
冒
頭
の
序
文
の
中
で、
「
剰
当二

判
者
選
顧
へ
涯
分
欲レ
辞レ
之、
恐レ
i埠二
勅
命ー、
守二
勅
命一
欲レ
従レ
之
慰

レ
乖＿一
涯
分＿」
と、
自
分
が
判
者
と
な
る
こ
と
に
憚
り
を
感
じ
な
が
ら、
上

皇
の
命
令
で
あ
る
た
め
に
そ
れ
に
従
っ
た
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る。

ま
た、
天
台
座
主
で
後
烏
羽
院
の
護
持
僧
で
あ
る
慈
円
は、
雑
l

．
二
を
担

当
し、
判
歌
と
簡
単
な
番
い
の
勝
負
の
裁
定
の
詞
で
判
詞
に
代
え
て
い
る
が、

そ
の
最
終
判
に
お
い
て、
判
歌
の
後
に
「
勅
な
れ
ば
難
波
の
こ
と
も
否
ぴ
ね

ど
よ
し
あ
し
に
こ
そ
な
ほ
ま
ど
ひ
ぬ
れ」
と
詠
み、
上
皇
の
命
令
な
の
で
言

を
左
右
に
し
て
辞
退
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が、
判
を
す
る
こ
と

に
は
恨
れ
て
い
な
い
た
め、
歌
の
よ
し
あ
し
の
判
断
に
は
迷
う
こ
と
が
多
か

っ
た
と
記
し
て
い
る。

近
年
で
は
研
究
者
の
間
で
も、
「
干
五
百
番
歌
合」
の
判
者
の
選
定
に
後

烏
羽
院
の
意
向
を
読
み
取
る
の
が
大
方
の
理
解
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る。
例
え
ば、
田
渕
句
美
子
氏
は、
「
後
烏
羽
院
は、
上
皇
自
身
と

摂
関
家・
大
臣
家、
複
数
の
歌
道
家、
加
え
て
忠
良
や
師
光
な
ど
煎
代
の
歌

人
た
ち、
こ
う
し
た
人
々
十
人
を
判
者
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
判
の
差
異

を
明
ら
か
に
し
て
対
照
性
を
際
だ
た
せ、
さ
ら
に
全
体
を
上
皇
と
し
て
包
摂

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る。

近
時、
五
味
文
彦
氏
は、
「
干
五
百
番
歌
合
j

の
「
そ
の
判
は
「
水
無
瀬

恋
十
五
首
歌
合」
の
判
と
同
時
に
進
め
ら
れ
て
お
り、
組
み
合
わ
せ
は
上
皇

自
身
が
考
え
た
も
の
で
あ
ろ
う」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る。
五
味
氏
は、
「
上

皇
自
身
は
「
千
五
百
番
歌
合
j

の
判
で
秋
ニ
・
三
を
担
当
し、
良
経
に
秋一

を、
定
家
に
秋
四
を
割
り
当
て
て
い
る。
こ
れ
は
彼
ら
と
の
間
で
秋
歌
に
つ

い
て
判
の
競
合
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う。
こ
の
二
人
は
こ
れ
ま
で

に
上
皇
の
歌
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
て
き
て
い
た
か
ら
こ
そ
の
目
論
見
で

あ
る」、「
こ
う
し
て
秋
の
部
は、
三
人
に
よ
っ
て

多様
な
判
詞
が
生
ま
れ
た」
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と
述
べ
ら
れ
て
い
悟

つ
い
で
な
が
ら、
後
鳥
羽
院
が
秋
ニ・
三
の
判
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
に

は、
実
際
的
な
思
惑
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
批
さ
れ
る。
す
な
わ
ち、
後
烏
羽

院
が
「
干
五
百
番
歌
合」
二
巻
の
判
を
自
ら
担
当
し、
折
句
の
判
歌
で
裁
定

す
る
こ
と
を
決
め
た
次
の
段
階
で、
百
五
十
番
百
五
十
首
の
折
句
歌
を
詠
む

た
め
に
は、
歌
境
へ
の
沈
潜
を
必
要
と
す
る
恋
歌
な
ど
よ
り
は
叙
景
歌
の
方

が
詠
み
易
い、
と
い
う
意
識
が
働
い
た
の
で
は
な
い
か。
し
か
も、
四
季
の

中
で
は
秋
が
設
も
景
物
が
豊
官
な
季
節
で
あ
り、
多
彩
な
歌
を
詠
む
こ
と
が

．
で
き、
単
調
さ
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る、
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い。

加
え
て、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に、
判
を
作
成
し
た
時
期
の
当
季
に
も
当
た

る
こ
と
な
ど、
種
々
の
理
由
が
あ
っ
て
後
烏
羽
院
は
秋
ニ・
秋
三
の
判
を
自

ら
担
当
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。

四

判
詞
に
判
歌
を
採
用
し
た
意
図

こ
の
節
で
は、
後
鳥
羽
院
が
「
千
五
百
番
歌
合」
の
判
詞
に
判
歌
形
式
を

採
用
し
た
意
図
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い。

歌
合
に
お
い
て
判
歌
の
詠
ま
れ
た
例
と
し
て
は、
延
喜
末
年
（
九
二
二）

以
前
成
立
と
考
え
ら
れ
る
「
論
春
秋
歌
合
j

が
古
く、
黒
主・
豊
主
の
歌
を

番
わ
せ
た
も
の
に
凡
河
内
拐
恒
が
判
歌
を
添
え
る
形
を
と
っ
て
い
る。
ま
た、

天
禄
三
年
（
九
七
二）
八
月
二
十
八
日
の
「
女
四
宮
歌
合」
は、
村
上
天
皇

第
四
皇
女・
規
子
内
親
王
家
で
催
さ
れ、
薄・
女
郎
花・
萩
な
ど
当
季
の
歌

題
十
題
十
番
の
歌
合
で、
源
順
が
判
詞
に
判
歌
を
添
え
た
判
を
付
し
て
い
る。

こ
れ
以
降、
藤
原
義
忠
自
歌
自
判
「
束
宮
学
士
義
忠
歌
合」
（
万
寿
二
年
〔一

-g

0
二
五〕
五
月
五
B)•
藤
原
通
俊
判
「
若
狭
守
通

宗朝
臣
女
子
達
歌
合
j

（
応

徳
三
年〔一
0
八
六〕
三
月一
九
日）・
源
広
網
判「
散
位
源
広
綱
朝
臣
歌
合」

（
長
治
元
年
〔一
二
〇
四〕
五
月
二
0
日）、
源
俊
頼
判
「
俊
頼
朝
臣
女
子

達
歌
合」
（
同
二
年
〔
l
l

o

五〕
七
月）•
源
顕
仲
判
「
住
吉
歌
合」
（
大

治
三
年〔―
―
二
八〕
九
月
二
八
日）•
藤
原
顕
輔
判『
右
衛
門
督
家
成
歌
合」

（
久
安
五
年
〔
l

-

四
九〕
六
月
二
八
日）
な
ど、
判
歌
は
主
に
小
規
模
で

身
内
的
な
参
加
者
に
よ
る、
私
的
な
雰
囲
気
で
の
歌
合
で
多
く
詠
ま
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る。

こ
の
中
で
特
に
「
女
四
宮
歌
合」
は、
後
鳥
羽
院
に
判
歌
の
詠
ま
れ
た
歌

(
U
 

合
の
先
例
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る。
こ

の
歌
合
の
題
は
当
季

立園·

閉繭閲l．
国l．
紫
蘭・
草
香・
紫
苑．
固i．
撫

子・

醐圏．

固5圏
の
十
題
で
あ
り、
「
千
五
百
番
歌
合」
の
秋
ニ・
三
と

は
季
節
的
に
も
重
な
り
合
い、
ま
た
四
角
で
囲
ん
だ
題
は、
後
鳥
羽
院
の
判

歌
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
歌
語
で
も
あ
る。
実
際、
任
意
の
用
例
で
あ
る
が、

例
え
ば、
「
女
四
宮
歌
合」
の、

虫
の
音

浅
茅
生
の
露
吹
き
結
ぶ
こ
が
ら
し
に
乱
れ
て
も
嗚
＜
虫
の
声
か
な

(

l

九）

橘
正
通

秋
風
に
露
を
涙
と
嗚
＜
虫
の
思
ふ
心
を
た
れ
に
間
は
ま
し
(11
0)

（
判
詞
略）

但
馬
の
君
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野
辺
ま
で
も
た
づ
ね
て
聞
き
し
虫
の
音
の
浅
茅
が
底
に
う
ら
め
し
き
か

な

(―
二
0
七）

葎
は
ひ
し
げ
き
真
恣
の
原
の
下
に
夜
す
が
ら
嗚
く
か
し
の
の
め
の
虫

（
折
句
判
「
虫
は
よ
し」）

と
を
並
べ
て
み
る
と、
源
順
は
（
掲
出
は
省
略
し
た
が）
詳
細
な
判
詞
の
後

に
判
歌
を
派
え
て
左
右
両
歌
の
詞
を
引
き
な
が
ら
勝
負
の
裁
定
を
直
接
述
べ

て
お
り、
後
鳥
羽
院
は
判
歌
の
み、
し
か
も
表
面
上
は
秋
歌
で
折
句
に
間
接

的
に
判
決
を
示
す
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の、
共
に
秋
歌
同
士
の
番
い
を、

秋
の
表
現
の
判
歌
で
裁
定
す
る
と
い
う
点
で、
そ
の
趣
が
よ
く
似
て
い
る
と

感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る。

稿
者
が
思
う
に、
「
干
五
百
番
歌
合」
と
い
う
歌
合
史
上
空
前
の
規
模
の

歌
合
を
企
画
し
た
の
で
あ
り
な
が
ら、

後鳥
羽
院
は
秋
ニ・
三
の
判
に
お
い

て、
歌
合
の
歴
史
を
回
顛
し、
も
と
は
後
宮
に
お
け
る
風
雅
な
遊
戯
と
し
て

始
ま
っ
て
き
た
そ
の
性
格
を
襲
お
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る。
勝
負

の
理
由
に
つ
い
て
判
歌
で
述
べ
ず、
折
句
に
裁
定
の
詞
の
み
を
簡
潔
に
示
す

ス
タ
イ
ル
を
採
っ
て
い
る
の
も、
も
と
勝
負
よ
り
も
遊
戯
的
興
趣
が
中
心
で

右
勝

寂
蓮

(

l―1
0
六）

鳴
く
虫
の
涙
に
な
せ
る
露
よ
り
も
草
吹
き
結
ぶ
風
は
ま
さ
れ
り

と、
「
千
五
百
番
歌
合』
秋
二
の、

公
継
卿

‘

六
百
四
番
左

武
蔵
野
に
こ
れ
も
む
つ
ま
じ
女
郎
花
わ
か
紫
の
ゆ
ゑ
な
ら
ね
ど
も

あ
っ
た
時
代
の
歌
合
の
あ
り
方
を
懐
か
し
む
か
の
ご
と
く
で
あ
る。

「
干
五
百
番
歌
合
j

で
後
鳥
羽
院
が
「
女
房」
の
隠
名
で
作
者
表
記
さ
れ
て

い
る
の
も、
歌
合
の
主
催
者
で
あ
る
上
皇
「
御
製」
の
身
分
を
無
化
す
る
意

図
に
発
す
る
も
の
で
あ
り、
実
際
に
は
身
分
を
阻
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

て
も、
田
渕
句
美
子
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に、
「
費
人
と
い
え
ど
も、
臣
下

に
混
じ
っ
て
歌
を
競
い
合
う
こ
と
を、
院
は
よ
し
と
し
た」
こ
と
に
よ
る
も

の
と
見
ら
れ
る。
ま
た
こ
の
こ
と
に
は、
歌
合
が
元
来、
女
房
行
事
と
し
て

発
生
し
た
と
い
う
起
源
が
想
起
さ
れ
て
い
る
の
で
も
あ
ろ
う。
谷
山
茂
氏
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に、
初
期
の
歌
合
で
は、
内
裏
や
仙
洞
で
行
わ
れ
る
歌
合

で
あ
っ
て
も、
も
と
も
と
女
房
行
事
と
し
て
の
形
態
と
性
格
を
も
つ
も
の
が

多
く、
遊
戯
や
社
交
的
和
楽
本
位
の
歌
合
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る

{
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の
で
あ
る。
後
烏
羽
院
以
前
に、
歌
合
は
既
に

建久
四
年
(-
―
九＝
l）
頃

の
「
六
百
番
歌
合」
に
顕
若
な
よ
う
に、
文
芸
的
批
評
を
本
位
と
し、
時
に

は
激
し
い
難
陳
も
展
開
さ
れ
る
よ
う
な
場
と
な
っ
て
い
た
が、
後
鳥
羽
院
自

身
に
は、
歌
合
を
も
君
臣
和
楽
の
場
の一
っ
に
も
し
よ
う
と
す
る
政
治
的
意

図
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ、
そ
れ
が
「
千
五
百
番
歌
合」
の
よ
う
な
前
年
の
応

製
百
首
を
歌
合
に
番
え
た
紙
上
の
催
し
で
あ
っ
て
も、
そ
の
判
に
お
い
て、

本
来
は
小
規
模・
身
内
的
な
歌
合
に
用
い
る
も
の
で
あ
っ
た
判
歌
形
式
の
採

用
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。

五

折
句
歌
を
採
用
し
た
意
図

こ
の
節
で
は、
後
烏
羽
院
の
折
句
判
歌
の
遊
戯
性
に
つ
き、
折
句
歌
そ
の
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も
の
の
遊
戯
性
も
弛
調
し
て
お
き
た
い。
既
に
「
古
今
集」
で
の
扱
い
（
物

名・
雑
拌
に
収
録）
が
示
す
よ
う
に、
折
句
歌
は
正
統
の
歌
体
で
は
な
い。

後
烏
羽
院
政
を
顕
彰
す
る
文
化
事
業
の一
環
と
し
て、
正
統
的
な
短
歌
の
秀

-
17)
 

歌
を
集
成
し
よ
う
と
し
た
「
新
古
今
集
j

が
排
除
し
た
誹
諧
歌・
物
名
歌
と

同
類
の
遊
戯
歌
の
系
謂
に
連
な
る
も
の
で
あ
り、
詠
歌
の
姿
勢
も
や
は
り
戯

作
的・
座
興
的
な
も
の
で
あ
っ
た。

輿
味
深
い
の
は、
後
島
羽
院
が
建
仁
二
年
九
月
十
三
日、
「
水
無
瀬
恋
十

五
首
歌
合」
の
披
講
後
に、
廷
臣
達
と
共
に
折
句
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
で

．
あ
る。
次
に
「
明
月
記
l．
か
ら
当
日
の
記
事
を
挙
げ
て
お
く
（
傍
線
部）。

十
三
日、
朝
天
漸
哨。
撲
舘
悉
尽、
夜
月
消
明。
巳
時
許
参
上。
人
人

多
ャぎ
厖
衣ー。
左
大
臣
殿
（
良
経）
可レ
有ーー
御
早
参一
云
。々
午
終
許

醤ー
布
衣―°
頻
被丘
相

弐侍
彼
御
参ー。
以
-

l

遊
女
宿
屋
云t-―
彼
御
休
息

所ー
0

時
刻
浙
移、
申
始
許
御
参
云
。々
俯
正
御
房
（
慈
円）
先
参
給。

次
大
臣
殿、
御
車。
有
家、
資
家
御
共、
直
令
A

参
ゴ
行
御
所一
給。

入
道
殿
（
俊
成）
早
可ーー
参
給ー
由
有二
仰
事ー。
頻
申二
此
由ー。
御
参

之
後
出
御、
披
コ
講
十
五
首
恋
歌
合ー。
予
如レ
例
読
vi
上
之。
有
家

朝
臣、
雅
経
伺
候。
作
者
之
外
内
府
（
通
親）
被

る空臨。
漸
及ーー
乗

燐
之
後
評
定
了。
被レ
出ーー
当
座
餌。
小
痰
灸
治
労
無レ
術。
題、
月

前
秋
風、
水
路
秋
月、
暁
月
鹿
声。
詠
出
了
依レ
仰
又
読
vI
上
之。
又

有ーー
折
句
へ
し
う
さ
む
や、
十
三
夜。
詠
出
了
又
読
り
上
之。
又
有1
1

隠
題ー、
み
な
せ
か
は。
又
詠
出
了、
入
御。
人
々
退
出。
（
下
略）

「
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合」
は、
後
鳥
羽
院
が
水
無
瀬
離
宮
で
他
し
た
歌
合

で
あ
り、
「
明
月
記」
に
よ
れ
ば、
定
家
は
八
月
二
十
九
日
に
題
を
賜
り
翌

日
詠
進、
九
月
十
三
日
に
披
講
が
行
わ
れ
て
い
る。
右
の
記
半
に
あ
る
よ
う

に、
そ
の
後
も
参
加
者
の
OO
醒
め
や
ら
ず、
三
首
題
に
よ
る
当
座
歌
合
が
行

わ
れ、
更
に
「
し
う
さ
む
や
（
十
三
夜）」
を

各句
の
上
に
据
え
た
折
句
歌
と、

「
み
な
せ
か
は
（
水
無
瀬
河）」
を
限
題
と
し
た
歌
を
詠
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
た。
そ
の
時
の
歌
は
「
後
烏
羽
院
御
集
l

に、

十
三
夜

志
賀
の
波
や
浦
わ
の
月
の
さ
ゆ
る
夜
に
昔
恋
ふ
ら
し
山
の
秋
風

（一
六――――)

隠
題

み
な
せ
か
は

浪
を
み
な
せ
か
ば
ぞ
月
の
し
ば
し
す
む
清
滝
川
の
は
や
き
な
が
れ
は

（一
六一
四）

ま
た、
『
明
日
香
井
集』
に
も、

同
夜
（
九
月
十
三
夜
水
無
瀬
殿）
当
座

水
無
瀬
河
隠
題

山
の
端
に
雲
を
あ
つ
め
て
今
宵
み
な
せ
か
ば
や
月
の
入
り
や
ら
ぬ
ま
で

同
夜
折
句

し
ば
し
見
ん
う
き
棋
哨
る
る
さ
や
け
さ
は
昔
も
あ
ら
じ
山
の
端
の
月

（一
―
―
六）

と
し
て
見
え
る。

建
仁
二
年
の
九
月
十
三
日
と
い
え
ば、
第
三
度
百
首
の「
千
五
百
番
歌
合
j

折
句

(-
―
―
五）
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へ
の
移
行
が
決
ま
り、
定
家
が
後
鳥
羽
院
よ
り
歌
合
二
巻
を
賜
り、
判
進
す

べ
き
命
を
受
け
た
九
月
六
日
か
ら
ま
だ
間
も
な
い。
後
烏
羽
院
が
折
句
歌
を

詠
ん
だ
こ
と
が
分
っ
て
い
る
の
は、

現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
九
月
十
三
夜
と、

「
千
五
百
番
歌
合』
の
折
句
判
歌
の
二
度
だ
け
な
の
で、
や
は
り
時
期
的
に

近
接
し
て
い
る
こ
の
と
き
の
経
験
が、
折
句
歌
を
以
っ
て
判
詞
に
代
え
る
落

想
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い。

院
は
ま
た、
こ
の
翌
年
建
仁
三
年
八
月
十
五
日
に
は、
和
歌
所
で
釈
阿
九

・

十
賀
屏
風
歌
の
選
定
に
引
き
続
い
て
当
座
歌
会
を
催
し、「
あ
き
の
つ
き
（
秋

の
月）」
五
字
を
そ
れ
ぞ
れ
歌
頭
に
据
え
た
五
首
を
詠
じ
さ
せ
て
い
る。
こ

れ
は
折
句
歌
に
似
た
事
例
と
し
て
注
意
さ
れ
る。
「
明
月
記
j

建
仁
三
年
八

月
十
五
日
条
に、

滋ー
布
衣

盃竺
京
極
殿―
（
和
歌
所）。
被レ
撰ーー
屏
風
歌一
了。
出茄
題
人
々

沈
思
之
間
也。
あ
き
の
つ
き
五
字
ヲ
歌
の
上
二
世
天
五
首
歌
也。
詠
了

各
協乙
之
了。
召ー一
定
家ー。
参
上
読
上
如レ
例
了
退
下。
次
入
御。
殿

下
御
供
参
全一
条
坊
門
l

退
出。
親
定、
殿
下、
僧
正
御
房、
有
家、
予、

雅
経、
具
親、
家
長、
秀
能
等
也。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
（
八
月
十
五
夜
和
歌
所
当
座
五
首
和
歌
会）。
r
後

烏
羽
院
御
集」
（一
六
二
四
1一
六
二
八）
に
は
そ
の
時
の
歌
が、

同
八
月
十
五
夜
和
歌
所
当
座
五
首

月

ア
キ
ノ
ッ
キ
此
五
字
渉
五
首
樅
初一
字

あ
ふ
み
の
や
長
等
の
山
の
秋
風
に
梁
こ
そ
な
け
れ
唐
崎
の
月

き
た
へ
さ
り
し
雁
も
今
宵
の
月
ゆ
ゑ
や
秋
は
都
と
契
り
お
き
け
ん

の
と
な
ら
ん
ま
で
と
や
人
の
契
り
け
ん
荒
れ
た
る
庭
の
秋
の
夜
の
月

つ
の
国
の
誰
波
わ
た
り
は
月
の
秋
忘
れ
ね
今
は
春
の
あ
け
ぼ
の

き
て
と
は
ん
人
の
あ
は
れ
と
思
ふ
ま
で
す
め
か
し
秋
の
山
里
の
月

と
し
て
見
え
る。

こ
の
よ
う
に、

後
鳥
羽
院
が
歌
合
の
披
講
後
や
屏
風
歌
の
選
定
後
の、
い

わ
ば
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中
で、
廷
臣
達
と
即
興
で
折
句•
隠
題
や
冠
字

な
ど
の
遊
戯
的
な
和
歌
に
興
じ
て
い
る
の
と、
本
来
私
的
で
身
内
的
な
歌
合

に
多
か
っ
た
判
歌
を
「
千
五
百
番
歌
合
j

の
判
に
採
用
し
て
い
る
こ
と
と
は

脈
絡
を
有
す
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る。
後
烏
羽
院
に
と
っ
て「
千
五
百
番
歌
合
j

は、
空
前
の
規
模
の
大
歌
合
で
は
あ
る
が、
紙
上
の
催
し
ゅ
え
の
新
機
粕
を

発
し
た
い
意
図
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し、
そ
の
歌
合
判
で
は
勝
負
に
必
要
以

上
に
拘
る
の
で
は
な
く、
新
た
な
勅
撰
集
編
纂
に
向
け
て
自
ら
糾
合
し
た
歌

人
達
と
連
帯
し、
優
雅
な
遊
ぴ
に
典
ず
る
上
皇
の
姿
を
強
く
印
象
づ
け
よ
う

と
し
て
い
た
よ
う
に
見
ら
れ
る。
「
干
五
百
番
歌
合」
の
十
人
の
判
者
も、

お
そ
ら
く
後
鳥
羽
院
の
意
向
を
反
映
さ
せ、
俊
成・
定
家＇
顕
昭
な
ど
の
孤

代
の
歌
人
や
練
達
の
士
だ
け
で
な
く、
（
院
も
含
め）
良
経・
慈
円・
通
親

と
い
っ
た
貨
顕
で
は
あ
る
が
判
者
と
し
て
は
初
心
者・
非
堪
能
者
を
多
く
ま

じ
え
て
い
る。
こ
れ
も、
こ
の
歌
合
が
和
歌
所
に
集
う
歌
人
達
の
同
士
的
結

合
を
基
盤
と
し
て
成
り
立
ち、
文
芸
だ
け
に
偏
ら
ず
遊
戯
的
典
趣
を
も
重
ん

じ
て
い
る
性
格
の
表
れ
で
あ
ろ
う。
後
鳥
羽
院
の
折
句
判
歌
は、
そ
う
し
た

当
時
の
歌
壇
に
共
有
さ
れ
て
い
た
「
輩」
的
な
仲
間
意
識
ゆ
え
の
気
安
さ
が

座
興
的
な
判
歌
の
形
式
の
採
用
に
つ
な
が
っ
た
と
見
ら
れ、
読
む
者
に
あ
た
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か
も
私
家
で
の
他
し
で
あ
る
か
の
よ
う
な
私
的
で
親
密
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ

せ
る
が、

そ
れ
は
新
風
を
推
進
し
て
い
た
歌
壇
の
成
貝
達
の
精
神
的
紐
帯
を

背
景
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

六

速
詠
か
ら
の
影
響

こ
の
節
で
は、

後
烏
羽
院
の
判
歌
に、

藤
原
定
家
の
建
久
期
の
速
詠
歌
か

ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

前
稿
で
は、

後
烏
羽
院
の
判
歌
に
同
時
代
歌
人
の
影
響
が
広
範
囲
に
見
ら

れ、

そ
の
摂
取
が
「
正
治
初
度
百
首
j

「
老
若
五
十
首
歌
合
j

「
千
五
百
番
歌

合」

と
い
っ
た
同
時
代
の
同
時
期
の
和
歌
の
表
現
だ
け
で
な
く、
「
六
百
番

歌
合」

な
ど
建
久
期
の
作
品
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た。

ま
た、

院
の
摂
取
歌
の
傾
向
を
分
析
す
る
と、

良
経
・
慈
円
・

定
家
・
家
隆
ら
が
建

久
期
以
降
開
拓
し
て
き
た
新
風
和
歌
の
特
徴
を
顕
著
に
示
す
表
現
へ
の
関
心

が
露
わ
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し、

判
歌
に
お
い
て
は
通
常
の
詠
歌
の
よ
う

な
制
約
に
は
縛
ら
れ
ず
に
詠
め
る
た
め、

新
風
の
大
胆
か
つ
積
極
的
な
導
入

に
つ
な
が
っ
た
事
情
を
想
定
し
た。

判
歌
に
見
ら
れ
る
建
久
期
の
速
詠
歌
か

ら
の
影
響
も、

そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が、

実
は
後
鳥

羽
院
の
通
常
の
詠
歌
に
も、

若
干
で
は
あ
る
が
建
久
期
速
詠
歌
か
ら
の
影
響

を
う
か
が
わ
せ
る
作
が
あ
る。

寺
島
恒
世
氏
は、

た
づ
ね
見
よ
い
か
な
る
関
の
関
守
か
つ
れ
な
く
暮
る
る
秋
を
と
ど
む
る

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
一
―
二
八
／
建
仁
元
年
二
月
老
若
五
十
首
歌
合
・

秋
・
百
四
十
七
番
右
・
ニ
九
四）

夕
風
に
秋
の
心
を
さ
そ
は
せ
て
鶉
嗚
く
な
り
野
辺
の
夕
暮

（
拾
玉
集
・
勅
句
百
首
・
秋
·
―
―

六
二）

L
R

L
 

と
下
句
が
一

致
し、

全
く
の
偶
然
と
は
見
な
し
難
＂

建
久
期
の
新
風
歌
人
た
ち
の
間
で
の
速
詠
の
流
行
や
そ
の
遊
戯
的
性
格、

(
21-

和
歌
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
久
保
田
淳
氏
が
詳
述
さ
れ
て
お
り、

各
歌
人
や

作
品
ご
と
の
考
察
も
な
さ
れ
て
い
る。

ま
た
佐
藤
恒
雄
氏
は、

速
詠
を
含
め

建
久
初
年
頃
の
新
風
歌
人
達
の
活
動
に
つ
い
て
整
理
さ
れ、

当
時
の
良
経
家

歌
壇
で
は、

単
純
な
速
詠、

勅
字
・
勅
句
や
冠
字
な
ど
様
々
な
実
験
的
試
み

が
繰
り
返
さ
れ、
「
新
し
い
歌
の
内
質
や
表
現
の
可
能
性
が
あ
く
こ
と
な
く

追
求
さ
れ」

た
こ
と、
「
私
的
な
歌
壇
の
性
格
が
か
か
る
実
験
を
可
能
に
し

a­

た」

こ
と
に
酋
及
さ
れ
て
い
る。

後
烏
羽
院
が
彼
ら
の
こ
う
し
た
私
的
な
詠
歌
を、

ど
の
よ
う
な
経
路
を
経

て
披
見
す
る
に
至
っ
た
か
は、

今
明
ら
か
に
で
き
な
い
が、

以
下
に
取
り
上

げ
る
よ
う
な
当
時
他
に
用
例
の
な
い
表
現
が、

別
々
に
成
り
立
っ
た
事
情
は

想
定
し
難
く、

や
は
り
後
鳥
羽
院
に
よ
る
先
行
歌
か
ら
の
影
響
と
理
解
す
る

よ、

西
の
空
い
か
な
る
関
と
さ
し
こ
め
て
月
と
秋
と
の
影
を
と
ど
め
ん

（
拾
遺
愚
草
貝
外
・
建
久
三
年
九
月
十
三
夜
の
詠
・
三
五
七）

-
g

か
ら
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
る。

ま
た、

私
見
で
は、

し
の
に
位
＜
露
深
草
の
秋
風
に
鶉
嗚
く
な
り
野
辺
の
夕
暮

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
建
仁
元
年
三
月
外
宮
百
首
・
秋
・
三
四
三）

●
)
、

•
I
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の
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
以
下、
後
烏
羽
院
の
判
歌
が、
定
家

の
速
詠
歌
を
ど
の
よ
う
に
摂
取
し
て
い
る
か、
具
体
例
に
即
い
て
見
て
み
た
い。

頭
判＿
空
消
＜
照
る
月
影
の
山
里
に
さ
し
て
も
な
れ
ぬ
柴
組
め
る
垣薗

さ
し）

院
の
判
歌
で
は、
大
空
を
消
＜
照
ら
す
月
の
光
が
あ
ら
わ
に
さ
し
こ
ん
で

く
る
山
里
の
草
庵
で
の
暮
ら
し
に
は、
そ
う
は
い
っ
て
も
ま
だ
慣
れ
る
こ
と

が
な
い
と
詠
む。
判
歌
の
初
ー
ニ
句
は、
判
者
の
後
烏
羽
院
が
勝
と
し
た、「
雲

き
ゆ
る
空
を
か
ぎ
り
と
澄
む
月
の
光
も
な
る
る
秋

q閥下
な」
（
千
五
百
番

歌
合・
秋
ニ・
六一
六
番
右・
家
隆）
の
波
線
部
を
要
約
し
た
よ
う
な
表
現

で
あ
る。
院
の
判
歌
で
は、
勝
と
し
た
家
隆
歌
か
ら
「
袖」
の
語
を
取
っ
て、

折
句
に
「
袖
や
さ
し」
と
評
語
を
詠
み
込
み、
「
な
る
る」
に
対
し
て
「
な

れ
ぬ」
と
す
る
な
ど、
表
現
の
密
焙
ぶ
り
が
目
立
つ。
第
四
句
「
さ
し
て
も

な
れ
ぬ」
は、
さ
ほ
ど
も
慨
れ
な
い
意
で
あ
る
が、
「
さ
し
て」
に
月
影
が

山
里
を
照
ら
す
意
を
掛
け
る。
結
句
の
「
柴
編
め
る
垣」
は
当
時
他
に
用
例

が
な
く、
後
鳥
羽
院
が
他
の
判
歌
で、
「

見
る
袖
の
涙
こ
と
と
ひ
宿
る
月
さ

ぴ
し
く
も
あ
る
か
柴
絹
め
る
垣」
（

秋
ニ・
六
四
三
番
判
歌）
と
詠
ん
で
い

る
だ
け
で
あ
り、
柴
の
垣
根
を
詠
ん
だ
先
行
歌
も、
「
山
が
つ
の
柴
の
垣
根

を
見
渡
せ
ば
あ
な
卯
の
花
の
咲
け
る
と
こ
ろ
や」
（
相
模
集・
五
三
六）
が

あ
る
程
度
で、
和
歌
に
お
い
て
は
「
柴
の
庵」
「
柴
の
戸
（
と
ぽ
そ）」
を
詠

む
方
が一
般
的
で
あ
る。
こ
れ
に
つ
い
て
稿
者
は、
後
鳥
羽
院
は
こ
の
判
歌

の
結
句
に
お
い
て
「
し」
で
始
ま
る
歌
句
を
作
る
必
要
が
あ
り、
山
里
の
閑

居
の
風
情
を
喚
起
し
よ
う
と
し
て、
定
家
の
「
庭
の
面
は
鹿
の
ふ
し
ど
と
荒

れ
は
て
て
世
々
ふ
り
に
け
り
竹
編
め
る
垣」
（
拾
遺
愚
草・
九
九
0
／
正
治

初
度
百
首・
山
家・
一
三
九
三）
の
結
句
を
利
用
し
て
「
柴
編
め
る
垣」
の

句
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る。
波
線
部
は
久
保
田
淳
氏
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に、『
白
氏
文
集」
の「
五
架
三
閥
新
草
堂

石
階
桂
柱
竹
編
脳」

（
巻
十
六

香
燻
峯
下
新
卜
山
居
草
堂
初
成
偶
題
東
壁）
に
よ
る
も
の
で
あ

c“}
 
り、
ま
た
こ
の
白
詩
は、
『
源
氏
物
語」
「
須
磨」
巻
で
流
嫡
の
光
源
氏
を
頭

中
将
が
訪
れ
る
湯
面
に、
そ
の

住ま
い
の
様
子
を
「
住
ま
ひ
た
ま
へ
る
さ
ま、

言
は
む
方
な
く
庖
め
い
た
り。
所
の
さ
ま
絵
に
描
き
た
ら
む
や
う
な
る
に、

竹
編
め
る
垣
し
わ
た
し
て、
石
の
階、
末
の
柱、
お
ろ
そ
か
な
る
も
の
か
ら

め
づ
ら
か
に
を
か
し」
と
描
写
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
引
用
さ
れ
て
い
る。
後

烏
羽
院
は
そ
う
し
た
栢
の
来
歴
を
踏
ま
え
た
上
で
「
竹」
を
「
柴」
に
変
え

て
定
家
の
歌
句
を
摂
取
し、
山
里
に
嫡
居
す
る
者
の
立
場
を
想
像
さ
せ、
ま

た
彼
が
そ
の
住
ま
い
に
な
じ
め
な
い
で
い
る
わ
ぴ
し
い
心
情
を
「
さ
し
て
も

な
れ
ぬ」
の
歌
句
を
摂
取•
利
用
し
て
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か。

こ
の
歌
句
は
定
家
の、

ゑ
る
櫛
の
さ
し
て
も
な
れ
ぬ
な
ご
り
ゆ
ゑ
殿
の
明
か
り
の
影
ぞ
恋
し
き

（
拾
遺
恐
草
貝
外・
建
久一一
年
六
月
伊
呂
波
四
十
七
首
和
歌・
ニ
九
0)

か
ら
の
摂
取
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る。
「
天
つ
空
豊
の
明
か

り
に
見
し
人
の
な
ほ
面
影
の
し
ひ
て
恋
し
き」
（
公
任
集・
五
四
六
／
新
古

今
集・
恋―·
1
0
0
四）
を
踏
ま
え、
豊
明
節
会
で
見
た、
彫
刻
を
施
し

た
櫛
を
髪
に
挿
し
て
舞
っ
た
五
節
の
鉗
姫
の
姿
を、
渦
足
が
ゆ
く
ほ
ど
見
る
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こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ゆ
え
に、

名
残
楷
し
く
今
も
面
彩
に
浮
か
ん
で
し
き

り
に
恋
し
く
思
わ
れ
る
心
梢
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う。

定
家
の
歌
で
は、

「
さ
し
て
も
な
れ
ぬ
」

は
櫛
を
嬰
に
挿
す
意
と、

少
女
に
さ
ほ
ど
な
じ
む
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
意
を
掛
け
て
い
る。

こ
の
定
家
の
歌
は`

建
久
二
年
（
一
一

九
一
）

六
月、

良
経
に
求
め
ら
れ

て
使
を
待
た
せ
る
間
の
わ
ず
か
な
時
間
で
詠
ん
だ
「
い
ろ
は
四
十
七
首
」、

そ
れ
を
家
陸
が
見
て
同
じ
よ
う
に
詠
ん
で
送
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
返
歌
し

．

た、

第
二
次
の
「
い
ろ
は
四
十
七
首」

の
う
ち
の
一

首
で
あ
る
。

定
家
が
お

そ
ら
く
「
源
氏
物
栢
j

「
少
女
」

の
世
界
を
揺
曳
さ
せ
な
が
ら
五
節
の
排
姫

の
面
影
を
努
況
さ
せ
る
詠
み
方
を
し
て
い
る
の
に
対
し、

後
島
羽
院
は
そ
の

歌
句
を
取
り
な
が
ら
も、

趣
を
変
え
草
庵
の
風
穀
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特

色
が
あ
る。

-．

判＿

松
に
吹
く
風
こ
そ
あ
ら
ね
霧
の
う
ち
に
か
す
み
し
春
の
月
の
面
彩

よ
が
さ

（
筋
勝
つ
）

院
の
判
歌
は、

松
に
吹
い
て
物
寂
し
い
音
を
立
て
る
秋
の
風
は、

春
の
も

の
で
は
あ
り
え
な
い
け
れ
ど
も、

秋
の
月
は
霧
の
中
で
徊
み、

ま
る
で
春
の

駐
月
の
面
影
を
見
て
い
る
よ
う
だ
と
す
る
。

結
句
の
「
月
の
面
彩」

は、

当

時
先
行
す
る
用
例
は
次
の
定
家
の
歌
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

あ
ま
た
見
し
秋
に
も
さ
ら
に
思
ほ
え
ず
か
ぱ
か
り
す
め
る
月
の
面
彩

（
拾
迫
愚
草
貝
外
・

三
六
五

建
久
三
年
九
月
の
詠）

今
ま
で
多
く
の
秋
を
過
ご
し
て
き
た
が、

こ
れ
ほ
ど
に
澄
ん
で
美
し
い
月
の

姿
は
全
く
恩
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る。

こ
こ
で、

和
歌
の
表
現
に

お
い
て、

月
に
恋
人
や
亡
き
人
の
面
影
を
偲
ぶ
発
想
の
も
の
は
多
い
が、

月

の
姿
自
体
を
「
而
影」

と
表
現
す
る
の
は
珍
し
く、

お
そ
ら
く
定
家
の
独
創

的
な
表
現
と
思
わ
れ、

そ
れ
が
お
そ
ら
く
院
の
好
尚
に
叶
い、

摂
取
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が、

院
は
摂
取
に
当
た
っ
て
少
し
ャ邸
味
を
ず
ら
し、

秋
粉
に
霞
む
月
が
春
の
翻
月
の
よ
う
に
見
え
る
と
し、

過
ぎ
去
っ
た
春
の
月

の
而
彩
を
偲
ぶ
内
容
の
歌
に
し
て
い
る。

な
お、

定
家
の
歌
は、
「
拾
逍
悠
卒
貝
外」

で
は、
「
建
久
三
年
（
―
-

九

二）

九
月
十
三
夜、

左
大
将
殴
に
参
り
た
り
し
か
ば、

に
は
か
に
人
々
召
し

か
み

に
逍
は
し
て、
「
今
来
む
とー
百
ひ
し
ば
か
り
に
j

と
い
ふ
歌
を
上
に
お
き
て

詠
ま
せ
ら
れ
し
に、

こ
れ
ら
は
魯
き
留
む
べ
き
も
の
に
も
あ
ら
ね
ど、

節
を

だ
に
染
め
あ
へ
ぬ
乱
れ
が
は
し
さ
も
な
か
な
か
や
う
変
は
り
て
や
と
て
」

と

い
う
詞
瑚
の
も
と
に、
「
古
今
集
l

紫
性
法
師
の
「
今
来
む
と
」
の
歌
（
恋
四
・

六
九
一
）

の
文
字
を
顛
次
歌
頓
に
骰
く
と
い
う
制
約
で
詠
ん
だ
三
十
三
首
の

一

首
（
拾
逍
愚
草
貝
外
三
四
六
i
三
七
八）
。
「
節
を
だ
に
染
め
あ
へ
ぬ
」

と、

良
経
か
ら
即
時
詠
歌
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
辿
詠
で、

内
容
も
季
節
に
合

わ
せ
て
全
て
の
歌
が
秋
歌
で
詠
ま
れ
て
い
る。

ま
た
定
家
は、
建
久
七
年（
一

一

九
六）

秋
に
も、

良
経
か
ら
出
題
さ
れ
「
秋
は
な
ほ」

の
古
歌
を
歌
頭
に

骰
い
て
全
て
秋
歌
で
三
十
一

首
を
詠
ん
で
い
る
（
同
三
一

五
＼
三
四
五）
。

ク

し

"
'
11
,
＂
し
く
A
S
4
9

某
年
（
お
そ
ら
く
建
久
年
間）

秋
に
は、
「
南
熊
妙
法
巡
華
経」

の
文
字
を

頭
に
慨
い
て、

秋
歌
十
三
首
を
詠
ん
で
い
る
（
同
三
九
四
1
四
0
六）
。

こ

う
し
た
定
家
の
試
み
が、

後
烏
羽
院
が
折
句
と
い
う
制
約
の
下
に
秋
歌
で
判
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歌
を
詠
む
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は、
前
秘
で
指

摘
し
て
お
い
た。
定
家
自
身
は、
こ
う
し
た
歌
は
「
今
見
れ
ば
歌
に
て
も
な

か
り
け
り」
と
し
て、
後
に
「
拾
逍
怨
芹
j

本
組
で
は
な
く
貝
外
に
収
め
た

が、
建
久
期
の
新
風
歌
人
達
に
と
っ
て、
迷
泳
は
斬
新
な
表
現
を
次
々
と
生

み
出
す
機
会
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
小
山
馴
子
氏

q”­

に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る。

後
鳥
羽
院
の
判
歌
に、
こ
う
し
た
摂
取
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は、
建
久
期

の
新
風
歌
人
に
よ
る
速
詠
の
試
み
に
お
け
る
斬
新
な
表
現
へ
の
意
欲
が、
後

烏
羽
院
に
と
っ
て
刺
激
に
な
っ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

先
述
し
た
よ
う
に、
後
鳥
羽
院
の
通
常
の
詠
歌
に
お
い
て
も、
速
詠
歌
か
ら

の
影
秤
を
窺
わ
せ
る
作
が
実
際
に
見
ら
れ
た。

「
老
若
五
十
首
歌
合」
「
内
宮
百
首
j

「
外
宮
百
首」
「
千
五
百
番
歌
合」
百

首
な
ど
建
仁
元
年
前
半
の
後
烏
羽
院
の
詠
歌
に
建
久
期
の
新
風
歌
人、
特
に

良
経・
慈
円・
定
家
等
の
彩
評
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
既
に
甜
先
学
に
よ
り
指

摘
さ
れ
て
い
る。
そ
こ
に
「
六
百
番
歌
合
j

や
「
守
虹
法
親
王
家
五
十
首
l

の
よ
う
な
比
較
的
規
校
の
大
き
な
催
し
だ
け
で
な
く、
良
経
の
「
南
海
礁
夫

百
首
J

「
西
洞
隠
士
百
首」
の
よ
う
な
私
的
な
詠
歌
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら

椎
測
す
れ
ば、
お
そ
ら
く
院
は
建
仁
元
年
春
頃
ま
で
に
は、
定
家
ら
の
建
久
03-

期
の
迷
詠
ま
で
目
に
し
て
い
た
と

考え
る
の
が
妥
当
な
の
か
も
し
れ
な
い。

七

む
す
び
に
代
え
て

こ
う
し
て
本
稲
で
は、
ま
ず
前
半
に
お
い
て、
後
島
羽
院
の
判
歌
の
制
作

時
期
と
そ
の
意
図
に
つ
い
て
考
寮
し
た。
状
況
証
拠
の
和
み
fil
ね
で
は
あ
る

が、
後
鳥
羽
院
が
こ
の
判
歌
を
詠
ん
だ
時
期
は、
建
仁
二
年
九
月
十
三
日
の

「
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
j

披
講
後、
同
歌
合
か
ら
更
に
歌
が
莉
選
さ
れ
改

め
て
結
番、
院
が
判
を
付
し
て
「
若
宮
撰
歌
合」
と
し
て
成
る
作
業
と
同
時

に
進
行
し
た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
述
ぺ
た。
ま
た、
後
鳥
羽
院
の
水
無
蔀

滞
在
期
間
の
制
作
と
考
え
る
こ
と
が、
院
周
辺
の
歌
人
か
ら
同
時
代
の
和
歌

の
表
現
を
大
胆
に
摂
取
し、
上
島
が
廷
臣
述
と
共
に
新
風
を
推
進
す
る
か
の

ご
と
き
印
象
を
与
え
る
判
歌
の
性
格
と
よ
く
見
合
う
こ
と
も
指
摘
し
た。

後
半
に
お
い
て
は、
後
鳥
羽
院
の
判
歌
に、
定
家
の
建
久
期
の
速
詠
か
ら

の
彩
押
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た。
二
つ
の
用
例
を
分
析
し
た
が、
判
歌

と
い
う
い
わ
ば
実
用
歌
で
あ
り
な
が
ら、
番
い
の
歌
に
う
ま
く
応
じ
つ
つ、

折
句
に
勝
負
の
詞
を
示
す
制
約
下
で
表
現
に
邸
心
し、
新
し
さ
を
求
め
て
詠

ん
で
い
る
事
梢
が
改
め
て
確
認
で
き
た。
ま
た
こ
う
し
た
例
は、
後
鳥
羽
院

が、
建
久
期
の
新
風
歌
人
述
が
速
詠
に
お
い
て
新
し
い
表
現
を
次
々
に
試
み

て
い
た
こ
と
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
の
で
は
な
い
か、
と
い

う
見
通
し
を
述
べ
た。

こ
こ
で、
こ
う
し
た
摂
取
例
は、
建
仁
頃
の
後
鳥
羽
院
が
定
家
や
良
経
の

「
正
治
初
度
百
首
j

以
降
の
詠
作
に
魅
了
さ
れ、
和
歌
へ
の
目
を
開
か
れ
て

い
く
中
で、
彼
ら
の
建
久
期
の
詠
歌
に
も
関
心
を
持
ち、
彼
ら
の
歌
秘
を
集

め
た
り、
そ
の
偕
買
を
求
め
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
酋
及
し
て
お
き
た
い。

や
や
後
の
こ
と
に
な
る
が、
後
凡
羽
院
は
甜
道
に
通
じ
る
だ
け
で
な
く`
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琵
琶
や
蹴
鞠
を
初
め
と
す
る
芸
能
で
し
ば
し
ば
そ
の
道
の
長
者
た
ら
ん
と
す

る
傾
向
が
見
ら
れ、
ま
た
宮
廷
の
有
職
故
実
を
習
得
し、
集
成
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
資
料
に
つ
い
て
諸
家
に
記
録
の
提
出
を
求
め、
自
ら
閲
覧．
抜

宵
し
て
弧
集
し、
故
実
作
り
に
執
心
し
て
い
た
こ
と
を
龍
谷
真
智
子
氏
が
論

〈
き

じ
て
お
ら
れ
る。
建
仁
頃
の
後
鳥
羽
院
も、
単
な
る
上
皇
の
和
歌
愛
好
に
と

ど
ま
ら
ず、
斯
道
を
興
し
先
儀
を
辱
ね、
当
代
風
を
盛
ん
に
し
て
新
た
な
勅

撰
集
に
結
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
志
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
れ
ば、
こ
の
時

期
に
和
歌
的
資
料
に
つ
い
て
同
様
の
こ
と
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る。

こ
の
よ
う
に、
「
千
五
百
番
歌
合
j

秋
ニ
・
秋
三
の
判
歌
か
ら、
当
時
の

後
烏
羽
院
の
和
歌
的
素
養
や
関
心
の
あ
り
方
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る。

本
稿
で
は、
些
末
な
現
象
へ
の
興
味
と
の
謗
り
を
承
知
の
上
で、
敢
え
て
そ

の
制
作
時
期
や
院
の
意
図、
ま
た
建
久
期
速
詠
歌
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て

み
た。注

本
稿
に
お
い
て、『
後
鳥
羽
院
御
集」
の
本
文
は
寺
島
恒
世
氏「
後
烏
羽
院
御
集
j

（
和
歌
文
学
大
系
24、
明
治
術
院、
平
成
九
年
六
月）
に
拠
っ
た。
「
千
五
百
播

歌
合」
の
本
文
は
新
編
国
歌
大
観
に
拠
り、
適
宜
有
吉
保
氏
「
千
五
百
番
歌
合
の

校
本
と
そ
の
研
究
J

(
塙
書
房、
昭
和
四一二
年
四
月）
を
参
照
し
た。
そ
れ
以
外

の
和
歌
関
係
の
本
文
は、
新
紺
国
歌
大
観
に
拠
る。
「
源
氏
物
語
j

は
新
祖
日
本

，
古
典
文
学
全
集
に、
「
白
氏
文
集
j

は
新
釈
漢
文
大
系
に
拠
っ
た。
「
明
月
記
l
は

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
杏
第
五
六
巻「
明
月
記一
」（
朝
日
新
聞
社、
平
成
五
年―
二
月）

に
拠
り、
当
該
記
事
が
同
野
に
存
し
な
い
場
合
は
国
晋
刊
行
会
本
に
よ
っ
て
補
っ

た。
い
ず
れ
も、
引
用
に
際
し
て
は
読
招
の
便
宜
を
考
慮
し
て
表
記
を
私
に
改
め

る
楊
合
が
あ
る。

(
1)
拙
稿
「
後
烏
羽
院
の
「
千
五
百
番
歌
合』
秋
ニ・
秋
三
判
歌
に
つ
い
て
ー

同
時
代
歌
人
か
ら
の
表
現
摂
取
—」
(『
和
歌
文
学
研
究」
第
百
四
号、
平

成
二
四
年
六
月）。
以
下、
「
前
稲」
と
称
す
る。

(
2)
村
尾
誠一
氏
「
中
世
和
歌
史
論

新
占
今
和
歌
集
以
後
J

(

背簡舎、
平

成
ニー
年―
一
月）。
な
お、
樋
口
芳
麻
呂
氏
「

後鳥
羽
浣」
（
日
本
歌
人

講
座
「
中
世
の
歌
人
ー」
弘
文
盆
新
社、
昭
和
四
三
年
九
月）
は、
「
千

五
百
帯
歌
合
判
歌

百
五
十
首」
を
建
仁
二
年
の
作
歌
活
動
に
含
め
て
い

る
が、
「
九
月
六
日
以
降」
と
し
て
い
る
だ
け
で
時
期
の
特
定
は
し
て
い

な
い。

(
3)
有
吉
保
氏
前
掲
「
千
五
百
番
歌
合
の
校
本
と
そ
の
而
究」。

(
4)
時
ぞ
と
や
杜
の
秋
風
に
は
か
に
も
夜
寒
に
な
り
ぬ
束
雲
の
空
（
六―
一
番

判
歌
「
共
に
よ
し」）
↓
（
参
考
歌）
時
ぞ
と
や
夜
半
の
蛍
を
な
が
む
ら

ん
と
へ
か
し
人
の
下
の
思
ひ
を
（
壬＿一
集・
ニ
七
九
八
／
水
無
瀬
恋
十
五

首
歌
合・
夏
恋・
一
八）。
傍
線
部
は
当
時、
家
陸
以
外
に
用
例
が
な
く、

院
に
よ
る
歌
句
摂
取
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る。

(
5)
田
野
慎
1一
氏
「

後鳥
羽
院
「
干
五
百
番
歌
合
j

折
句
判
の
試
み
ー
番
の
歌

と
の
呼
応
に
注
目
し
て
ー」
（「
人
間
研
究
論
輯」
第
二
号、
平
成一
五
年

三
月）。

(
6)
田
渕
句
美
子
氏
「
新
古
今
集

後
島
羽
院
と
定
家
の
時
代
J

(
角
川
学
芸

出
版、
平
成
ニ―一
年ー
ニ
月）。

(
7)
田
渕
句
美
子
氏
「
鎌
倉
前
期
の
歌
合・
和
歌
会
に
お
け
る
当
季」
「
早
稲
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田
大
学
教
育
学
部

学
術
研
究
（
国
語・
国
文
学
編）』
第
五
八
号、
平

成
二
二
年
二
月）
に、
「
鎌
倉
前
期
の
歌
合・
和
歌
会
に
お
い
て、
当
季

を
重
視
す
る
意
磁
は、
題
詠
の
時
代
に
も
変
わ
ら
ず
強
く
流
れ
て
い
る」

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り、
後
鳥
羽
院
が
紙
上
の
催
し
た
る
「
千
五
百
番

歌
合
j

で
も、
秋
ニ
・
三
の
判
に
お
い
て、
当
季
を
意
識
し
な
が
ら、
番

い
の
歌
に
合
わ
せ
て
秋
歌
の
内
容
を
持
つ
判
歌
を
詠
ん
だ
可
能
性
も
少
な

く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る。

(
8)
「
源
家
長
日
記
j

の
引
用
は、
石
田
吉
貞•
佐
津
川
修
二
「
源
家
長
日
記

全
註
解
J

(
有
精
堂、
昭
和
四
三
年一
0
月）
に
拠
る。

(
9)
吉
野
朋
美
氏
「
後
鳥
羽
院
の
水
無
瀬
—
そ
の
空
間
的
特
質
に
つ
い
て
—」

（「
中
央
大
学
国
文j

館
五一
号、
平
成
二
0
年
三
月）
に
も
考
察
が
あ
る。

(
10)
稿
者
が、
和
歌
文
学
会
平
成一
0
年一
一
月
例
会
（
於
且
美
学
園
短
期
大

学）
に
お
い
て
後
烏
羽
院
の
「
千
五
百
香
歌
合」
判
歌
に
つ
き
口
頭
発
表

し
た
折、
合
議
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
御
教
示
を
受
け
た。
「
千

五
百
番
歌
合」
の
判
者・
担
当
す
る
巻
を
ど
の
よ
う
に
決
め
た
の
か
は
輿

味
の
尽
き
な
い
問
題
で
あ
り、
稿
者
と
し
て
も
な
お
考
究
し
て
い
く
べ
き

課
題
で
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が、
今
は
後
鳥
羽
院
が
判
者・
担
当
す
る

巻
を
指
示
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
く。

(
11)
田
渕
句
美
子
氏
注
(
6)
前
掲
著。

(
12)
五
味
文
彦
氏
「
後
鳥
羽
上
且

新
古
今
集
は
な
に
を
栢
る
か
J

(
角
川
学

芸
出
版、
平
成
二
四
年
五
月）
0

．

(
13)
こ
の
歌
合
に
つ
い
て
は、

云吐
平
大
弐
家
歌
合」
と
称
す
べ
き
こ
と
を
久

保
木
哲
夫
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（「「
若
狭
守
通
宗
朝
臣
女
子
達
歌

合」
の
主
催
者
な
ら
ぴ
に
名
称」
「
和
歌
文
学
研
究」
第
百
五
号、
平
成

ニ
四
年―
二
月）、
今
は
通
行
の
名
称
に
従
う。

(
14)
こ
の
r
女
四
宮
歌
合」
は、
兼
題
に
よ
る
前
栽
歌
合
で、
私
的
な
雰
囲
気

の
中、
判
歌
へ
の
歌
人
達
の
返
歌
な
ど
活
発
な
論
難
が
行
わ
れ、
初
め
て

後
日
判
が
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど、
注
目
す
べ
き
点
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る。
「
和
歌
大
辞
典」
（
犬
狡
厖
他
編、
明
治
密
院、
昭
和
六一
年

三
月）
の
当
該
項
目
（
加
藤
睦
氏
執
節）
・

峯岸
義
秋
氏
「
歌
合
に
お
け

る
評
論
的
世
界
の
形
成
1
天
禄
三
年
女
四
宮
歌
合
を
中
心
と
し
て
ー」

（「
平
安
時
代
和
歌
文
学
の
研
究」
桜
楓
社、
昭
和
四
0
年
三
月。
初
出

は
昭
和
三
0
年）
参
照。

(
15)
田
渕
句
美
子
氏
「
御
製
と
「
女
房」

ー歌
合
で
貴
人
が
「
女
房」
と
称
す

る
こ
と
ー」
（「
日
本
文
学」
第
五一
巻
第
六
号、

平成一
四
年
六
月）・
「
歌

合
の
構
造
ー
女
房
歌
人
の
位
置
ー」
（
兼
築
仲
行・
田
渕
句
美
子
紺
「
和

歌
を
歴
史
か
ら
読
む
j

笠
間
瞥
院、
平
成一
四
年1
0
月）
参
照。

(
16)
谷
山
茂
氏
「
歌
合
に
お
け
る
女
性」
（「
谷
山
茂
若
作
集
四

新
古
今
時
代

の
歌
合
と
歌
壇」
角
川
書
店、
昭
和
五
八
年
九
月。
初
出
は
昭
和
三
四
年）。

(
17)
小
烏
吉
雄
氏
f

新
古
今
和
歌
集
の
研
究

続編」
（
新
日
本
図
術
株
式
会
社、

昭
和
ニ
―
年ー
ニ
月）
第
六
章
「
新
古
今
和
歌
集
と
新
勅
撰
和
歌
集」。

ま
た、

H初

古＾孟太」
以
前
で
は、
『
千
戟
集
l

が
雑
下
に
旋
頭
歌
等
と
共

に
折
句
歌
二
首
を
収
録
す
る。

(
18)
後
鳥
羽
浣
歌
壇
の
歌
人
ら
の
間
で
強
く
〈
輩〉
の
意
識
が
共
有
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は、
川
平
ひ
と
し
氏「
新
古
今
和
歌

集ー
和
歌
と
政
治」

（「
国
文
学
j

第
三
二
巻
五
号、
昭
和
六
二
年
四
月）
を
参
照。

(
19)
寺
島
恒
世
氏
前
掲
「
後
鳥
羽
院
御
媒
j

当
該
歌
の
脚
注
参
照。

(
20)
こ
の
他、
黒
田
彰
子
氏
は
「
う
す
み
ど
り
ま
だ
夏
あ
さ
き
木
の
問
よ
り
春

を
と
ど
む
る
藤
壺
の
藤」
（
後
烏
羽
院
御
集・
正
治
後
度
百
首・
禁
中・

一
八
l

-）
の
傍
線
部
に、
慈
円
の
「
ほ
の
か
な
る
忍
ぴ
ね
も
が
な
郭
公
ま
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だ
夏
あ
さ
き
卯
の
花
の
空」
（
拾
王
集・
賦
百
字
百
首・
夏・
ほ
と
と
ぎ

す・
ー
ニ
ニ
四）
と
の一
致
を
指
摘
さ
れ
る
（「
後
鳥
羽
院
j

島
沌
忠
夫

耀
「
新
古
今
集
を
学
ぶ
人
の
た
め
に」

世
界
思
想
社、

平
成
八
年
三
月）。

た
だ
し、

寺
品
恒
世
氏
は、
「
蝉
の
芦
ま
だ
夏
深
き
深
山
辺
に
秋
を
こ
め

た
る
松
風
ぞ
吹
く」（
三
百

六十
番
歌
合・
夏・
ニ
四
ニ
・
式
子
内
親
王）

に

想を
得
た
か
と
す
る
（

前掲

「後鳥
羽
院
潤
集」
当
該
歌
関
注）．

(
21)
久
保
田
淳
氏

R竿口今
歌
人
の

研究J
(

東京大
学
出
版
会、
昭
和
四
八

．

年
三
月）
第
二

章第
三
節
二
「
速
詠
の
流
行」。

同
氏
「
藉
瓜
定
家j
（
王

朝
の
歌
人
9、

集英社、

昭和
五
九
年一
0
月）。

(
22)

建
久
期
の

速詠
に
関
す
る
捻
は

数多
い
が、

今
は
本
稿
の
論
旨
に
特
に
関

わ
る
も
の
の
み
掲
げ
る。

山
本一
氏
「
慈
円
と
速

詠ー
そ
の
非
遊
戯
的
性

格ー」・
「
迷
詠
の

季節ー文治
後
半
の
慈
円
と
周
辺
ー」
（『
慈
円
の
和
歌

と
思
想j

和
泉
書
院、

平
成ー
一
年一
月。

初
出
は
類
に、
昭
和
五
八・

五
九
年）。

田
仲
洋

己氏
五
建
久

元年「一
句
百
首」
考」・
「
藤
原

定家「一

句
百
首」
の
表
現
に
つ
い
て」・
「
藤

原定家
の
「一
字
百
首」
に
つ
い
て」

（
「
中
世
前
期
の
歌

書と
歌
人
j

和
泉
書
院、
平
成
二
0
年―
二
月。
初

出
は
順
に、

昭
和
六
ニ
・
六
三
・
平
成
八
年）。

小
山
順
子
氏
「
藤
屎
良

経
「
二
夜
百
首」

考ー速
詠
百
酋
歌
か
ら
見
る
慈
円
と
の
交
流
ー」
（
「京

都
大
学
国
文
学

論叢
j

第一
三
号、

平成一
七
年
三
月）。

(
23)

佐
藤

恒雄
氏

「新古今時
代
J

(f
顧
原
定
家
研
究」

風
間
由
房、

平
成一

三
年
五
月。

初
出
は

平成
二
年）。

(
24)

久
保
田
淳
氏
「
訳
注
藤

原定家
全
歌
梨

下を」
（
河
出
書
房

新社、
昭

和
六一
年
六
月）

当該歌
の
注

参照。

(
25)

玄
玄
集・
五
四、

続
詞
花
集・
恋
上・
五
二
0
に
も
入
集。

(
26)

小
山
順
子
氏
「
藤

原良
経
の

漢詩

文摂

取—初
学
期
か
ら
「
二
夜
百
首」

ヘ
ー」
（『
国
語
国
文」
第
七
四
巻
第
九
号、
平
成一
七
年
九
月）。

(
27)
寺
島
恒
世
氏
「
後
烏
羽
院
『
内
宮
百
首」

考

ー奉
納
の
意
味
を
め
ぐ
っ

て
ー」
（
片
野
達
郎
編
「
日
本
文
芸
思
潮
論」
桜
楓
社、
平
成一ーー
年
三
月·

同
氏
「
王
者
と
し
て
の
和
歌
表
現ー

後烏
羽
院」
（
山
本一
絹
「
中
世
歌

人
の
心
ー
転
換
期
の
和
歌

観ー
j

世
界

思想
社、
平
成
四
年
九
月）。
田

村
柳
登
氏
「
後
屈
羽
院」
（
和
歌
文
学
講
座
六
「
新
古
今
集」

勉
絨
社、

平
成
六
年一
0
月）。
凩
田
彰

子氏
「

後忌
羽
院」
（
島
淋
忠

夫囮

R初
古

今集
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
j

批
界
思

想社、

平成
八
年
三
月）
等
の

莉論。

(
28)

拙
栢
「

後鳥
羽
院
の
『
千
五
百
香
歌
合
j

百
宵
歌
に
つ
い
て

萩
考

—岡

時
代
歌
人
か
ら
の
摂
取
の
意
図
ー」
（「

日大
国
文
論
稿」

第
三
九
号、

平

成
二
三
年
三
月）
で
指
摘
し
た
よ
う
に、

廷
仁
元
年
六
月
の
後
鳥
羽
院
の

「
千
五
百
番
歌
合」

百
首
に、

建
久
四
年
冬
の
良
経・

定家
の
私
的
な
賠

答
歌
の
影
響
と
見
ら
れ
る
作
ま
で
が
存
す
る
こ
と
も、

当
時
の
後
鳥
羽
院

が
か
な
り
広
範
囲
に
建

久期
の
新
風
歌
人
達
の
詠
草
を
目
に
し
て
い
た
可

能
性
を

窺わ
せ
る。

(
29)

籠
谷
其
智
子
氏
「
季
刊
論
叢
日
本

文化
12

中
世
の
教
＂」
（
角
川
宵
店、

昭
和
五
四
年
五
月）
第一
章
「
故
実
の
中
世
的
展
開」。

（
わ
た
な
ペ

け
ん

関
西
高
校
教
諭）
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